
わ ん せが 11・12月号

今年も残りわずかとなりましたが、皆さまお変わりなく

お過ごしでしょうか。

さて、今月わがんせにてクリスマス会を開催しました。

歌や飾りつけなどを楽しみながら、利用者の皆さまとご家

族の皆さまの笑顔が多く見られる和やかな時間となりまし

た。今年も日々の活動や行事を通して、充実した一年を過

ごすことができました。

これから本格的な冬を迎え、体調管理がより大切な時期

となります。

引き続き、安心して毎日を過ごしていただけるよう、職員

一同努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。

なかまたちはサンタクロースの帽子・トナカイのカチューシャを

つけて参加しました。

ハンドベル・合唱・

人形劇…

特に曲当てクイズは盛り

上がりました。

クリスマスメニューは

チキンライス・から揚げ・

シチュー・ケーキでした。

わあ～

ご多忙の中参加してくださったご家族の

方々にお礼申し上げます。

アンパンマンとお揃い

サンタさんのバルーン！

ありがとうございました。
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職員紹介

苗植えクリスマス制作

ウォーキング コスモス見学
きょうされん

『第49次国会請願運動』

主に仲間に向けた内容でオンラ

イン学習会が開催されました。

天気が良い日は屋外へイオンの店内はツリー・

サンタクロース・スノーマン

が…見つけて記念撮影
ハ

イ

ポ

ー

ズ

なるほど～

大牟田の櫟野コスモス園は

素晴らしくて、とても癒されました。

満開！満開！

新聞紙、ペットボトルのキャップを使って

ツリー・リースを作りました。手形アートの

サンタさんも素敵な作品に出来上がりました。

あらたまハートブランド協議会

のお仕事で、玉東町役場の花壇

作業に行ってきました。

健康第一！

12月の15日より送迎の運転を

する事になりました。

障害福祉事業所におけるにおける深刻な人材不足と賃金格差の実態

ＮＰＯ法人花梨の家

事務局長 飯田崇史

「きょうされん」が全国の障害者事業所3,142か所を対象に行った調査によると、

働く職員が不足している（「大いに不足」「不足」「やや不足」）と回答した事業

所は2,647か所に上り、全体の84.2％を占めた。これにより、障害者福祉の現場にお

ける深刻な人手不足の実態が明らかとなった。

人員不足の主な原因としては、「他産業より賃金が低い」が81.9％と最も多く、

次いで「求める資質・資格を満たす人材がいない」が59.1％となっている。さらに、

厚生労働省が実施した調査では、今年7月の障害者福祉事業所で働く職員の月額賃

金の平均は、全産業平均と比べて約7万円低く、両者の間に大きな格差があること

が示されており、人手不足の要因を裏付ける結果となっている。

障害福祉や介護、医療といった分野では、物価高騰や他産業における賃金上昇が

続く一方、収入が国の定める公的価格（基本報酬や各種加算）によって決められて

いるため、状況の変化に迅速に対応することができない。その結果、多くの事業所

が倒産や事業縮小を余儀なくされるなど、厳しい経営環境に置かれている。

こうした状況を踏まえ、政府は介護分野で働く人の賃上げを求める決議をまとめ

た。しかし、閣議決定された支援パッケージの内容は、障害・介護分野で働く人に

対し、一時的に月額1万円の賃上げを行うにとどまっており、他産業との賃金格差

を解消するには不十分である。

そもそも、一時的な補助金によって対応するのではなく、他産業並みの給与水準

を安定的に確保でき、物価高騰にも対応可能な公的価格（基本報酬）へと抜本的に

見直すことが不可欠である。これを行わなければ、職員の人材不足は今後さらに加

速し、事業所の経営危機が長期化・深刻化することは明らかである。

ココに植えたよ

森木 孝行さん


